
北海道総合地質学研究センター 第 2回野外観察会 記録 

 

2021/10/16実施 北海道総合地質学研究センター第 2回野外観察会「藻南公園周辺の地形地質」 

特定非営利活動法人北海道総合地質学研究センター 主催 

 

観察会の名称：藻南公園周辺の地形地質 

観察会の目的：札幌の基盤地質と地形を観察する 

観察会の概要： 

・藻南公園の南東・札幌軟石ひろば：支笏火砕流・札幌軟石 

・藻南橋：水中火山岩, 札幌軟石 

・段丘面と段丘堆積物 

・藻南公園河床：水中火山岩, 珪藻質泥岩および境界面の観察 

・藻南公園下流の滝：珪藻質泥岩 

実施会場：札幌市南区 藻南公園 

実施年月日・時刻：2021年 10月 16日（土）・13:00-15:00 

案内者：関根達夫, 岡 孝雄, 嵯峨山 積 

募集対象：HRCG会員 

参加費：無料 

観察会参加人数：11名（案内者 3名を含む） 

 

◎取り組みの推移 

8/1幹事会で第 2回野外観察会を決定し，内容・日程の検討を開始 

8/6 関根が藻南公園の下見 

8/20 案内者 3名と前田仁一郎で観察会コースを下見 

8/30 関根が藻南公園の下見 

9/20 会員全員に案内文をメール送信 

10/4 再度、会員全員に案内文をメール送信 

10/11 野外観察会案内書（pdf）を参加者にメール送信（案内書は各自が印刷し持参） 

 

◎感想 

一時、雨が降ったが，予定コースは見学できた． 

当初の狙い通りに会員間の face to face 交流という意味で大変良い行事であった. 参加者の反応
も良く, 今後の野外観察会などの企画にとって参考となる取り組みであった. 


